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氏名：小田静流 

留学先：フランス・リール 

留学期間：2022 年 9月～2023 年 5 月 

～フランスの文化・国民性～ 

 私はフランス北部の学生都市、リールで 9 か月間、留学をし

ていました。留学先としてフランスを選んだのは、性別・・年齢・・

国籍に囚われない自由で平等な雰囲気を、現地で体験してみた

いと思っていたからです。私は小学生の頃からなんとなくフラ

ンスに興味を抱き始め、これまでフランスの文化にまつわる

様々な本や記事をみて知識を蓄えてきました。そしてその度に、

自分自身の考え方や性格がフランスの文化と相性が良いのでは

ないかと感じ、現地で生活してみたい気持ちが大きくなってい

きました。そして遂に長年の夢が叶いました。 

 肌感で一番に思う日本との違いは、人々の生活に・ 余裕」があるということです。一言に

余裕といっても時間的余裕、金銭的余裕、精神的余裕など、様々なものがありますが、個人

的にすべてが日本より上回っており、それらの相乗効果でさらに穏やかな雰囲気が漂って

いるように感じました。フランスの 1 週間の労働時間は 7 時間で、残業もありません。国

をあげて保育所や税制などの面から子育て世帯を完全バックアップしているため、EUの中

でも高い出生率を誇っています。また学費も大学までほとんどかかりません。こうした社会

のしくみが生み出す時間・・金銭面の保証のおかげか、街中や公園は小さな子ども連れのカッ

プルで溢れています。（埼玉では、子どもを乗せたベビーカーを押したり、自転車を漕いだ

りするお母さんの姿はたくさん見かけますが、残念ながらそこにお父さんがいる光景は滅

多にありません…）また駅では、沢山の人で混みあう時間帯でも、ほとんどの人が次の人の

為に入り口の扉を押さえていたり、改札やエスカレーターで・ お先にどうぞ」といって譲っ

てあげたり、大きな荷物を持っていたら手伝ってあげたりという風に、他者への思いやりに

溢れていて、そこで・ Merci・（ありがとう）」、 De・rien・（どういたしまして）」のやりとりが

生まれます。日本に帰国してから一番恋しいのは、美味しいバゲットやチーズよりも・（もち

ろんとっても恋しいですが！）、日常で触れる見知らぬ人との温かいやりとりです。 

 また、自分の意見をしっかり持っていて、それを発信できるのもフランス人の大好きな国

民性の一つです。2023 年に入ってから、フランス各地で年金支給年齢の引き上げに対する

反対デモやストライキが全国各地で頻繁に行われました。フランス人の友達に誘われて、私

も一度デモに参加しましたが、小さな子どもを連れた家族、学生、老夫婦など、言葉通り老

若男女たくさんの人々が参加しており、力強く声を上げ、3時間近くも歩き続けるそのエネ
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ルギーに大きく心を揺さぶられました。このデモの影響で交通機関がストップしたり、大学

が毎週のように休校になったりと、不便なこともありましたが、それ以上にフランス人から

大切な精神を教えてもらいました。 

～埼玉県をPR～ 

 頂いた クレヨンしんちゃん」のステッカーをスーツケースに

つけて出国しました。到着した空港にて、偶然にも日本のアニメ

が好きな女の子と仲良くなり、ステッカーを見せながら早速しん

ちゃんのアニメと埼玉を紹介しました。その後も大学で仲良くな

った友達や旅先々で出会った人に、写真を見せながら埼玉県の名

所や住みやすさを PR しました。また帰国後も、大学で交流のあ

る留学生とともに、私も大好きな埼玉の名所の一つ、川越に出か

け、街並みやグルメを楽しみました。 

～留学中の日常生活～ 

 留学先の大学では、フランスや EUの政治について学びを深めました。日本の大学では経

済学部に所属しているため、初めてのことばかりで授業についていくのが大変でしたが、現

地でしか学べない詳細な歴史的背景や感覚的な部分と共に、知識を深めることが出来たの

は貴重な体験でした。 

 そんな大学生活の中で楽しみだったのが、学食です。 

フランスをはじめヨーロッパは物価が高く、レストランで

食事をすると、ランチでも 1500～2000 円になってしまい

ます。しかし学食だと、なんとたったの 500 円で美味しく

てバランスの良い食事をとることが出来ます。メニューも

毎日替わるので、何回行っても飽きることはありません。 

 休日は、各地の美術館を訪れて癒されていました。留学先の

リールには、以前プールとして利用されていた場所を改装した

美術館があります。展示されている絵画や彫刻もさることなが

ら、以前の姿と生まれ変わった姿が調和されたその空間自体が

芸術的でお気に入りの場所です。また、フランスといえばパリ

のルーブル美術館、オルセー美術館、オランジュリー美術館な

ども有名ですが、留学先で取得した学生証があれば、なんと無

料で楽しむことができます。芸術がとても身近なところも、フ

ランスの大好きな魅力の一つです。みなさんもフランスに留学

してみませんか？ 


